
世間ではとかく批判されがちな「受験英語」で

すが，ライティングについては，大学受験に備え

て養った英作文の力が，実践的な発信型コミュニ

ケーションにも十分役立つ，ということが言える

と思います。そのためには，これまた議論の対象

になりやすいのですが，「文法」の力はやはり不

可欠でしょう。

Genius English Writingは，生徒がそれまでに

学んできた文法の知識を整理，確認しながら，確

実に身につけ活用することを目指した作りになっ

ています。さらに，今回の改訂版 Genius Eng-

lish Writing Revisedでは旧「英文の書き方」が

“Tips for Writing”としてリニューアルされ，

パラグラフ・ライティングの手ほどきがより具体

的で実践的なものとなりました。実際の試験問題

でもっとも英語の力が問われると言ってもよい自

由英作文の対策も，教科書で十分というわけで

す。

以下，受験に必要な力を念頭におきつつ，この

教科書の構成を紹介したいと思います。

ストーリー性のあるモデル文

教科書前半のPart 1では，各レッスン冒頭の

モデル文で，高校生の純子とブライアンとのやり

とりが展開されます。Eメールや会話文，誕生日

カードの文章など，さまざまな場面での自然な英

文が用意されていますが，実はこのなかにその課

で学ぶ文法事項を使った英文が必ず含まれ，太字

で表記されています。

モデル文の右隣にまとめられているFor Your

 

Useは，イディオムとして重要なものを集めまし

た。言い回しや表現を多く暗記することで，さま

ざまな場面に対応できるよう備えてほしいと思い

ます。

豊富な例文とともに文法の確認

Study Points には文法事項がまとめられ，豊

富な例文が用意されています。間違えやすい用法

についてもここで復習し，知識を整理しなおすこ

とができます。Part 1では基礎的な文法事項の

復習を，Part 2では冠詞や無生物主語，強調の

構文など，日本人にわかりにくい文法のポイント

を学習できるようにしました。

例文をあたえながら生徒の反応を確認したあと

は，すぐにLet’s Checkへ移り，ここで生徒の理

解が浸透しているかどうかを見ることができま

す。

と
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段階を追った英作文の指導

続いて練習問題のExerciseですが，受験を見

据えた教科書とはいえ，最初から生徒に大きな負

荷をかけるわけではありません。Part 1では，

単文の並べ替えや語形変化など基礎的な練習問題

から，ヒントをともなった英作文の練習まで，生

徒が英文を組み立てるための手助けが多く用意さ

れています。つまり，Part 1の練習問題は，自

分の考えを書けるようになるまでの準備として，

小さな「技」をこつこつと積み上げていこう，と

いう趣旨で設けられています。

そして発信型ライティングへ

教科書後半のPart 2は「コミュニケーション

編」と題されており，まさに発信型の英作文をさ

せることを想定しています。モデル文，For
 

Your Use，Study Points,Let’s Checkという各

レッスンの構成は変わりませんが，扱うトピック

は抽象度の高いものになります。たとえば，「将

来のことについて考える」「人物や場所について

描写する」「日本のものや文化を紹介する」など，

大学入試に頻出するテーマが並びます。

Exercise Cは基本的に自由英作文（guided
 

composition）の問題です。テーマは各レッスン

のモデル文と関連していますが，すこし視点や扱

う対象を変えて，自分自身で考えて書くことが求

められます。

よい自由英作文を完成させるためには「内容」

と「構成」の２つの要素が必要ですが，そのうち

「内容」に関して，この教科書では自分自身の趣

味や尊敬する人物などについて書くことから，日

本事情に関する説明，会話文の作成，最後のまと

めとして社会問題に関する意見文を書く，という

ところまで幅広い話題を扱っています。

「構成」については，次のパラグラフ・ライテ

ィング対策でカバーしています。

パラグラフ・ライティング

昨今，入試問題でもある程度分量のある英文を

書かせる大学が増え，パラグラフ・ライティング

の重要性は増しているようです。

今回の改訂版で“Tips for Writing”と名付け

られたコーナーは，「パラグラフとは」というと

ころから説き起こし，「時の流れに沿った記述」

の仕方の説明や，「小論（essay）の構成」までが

解説されています。

各ページには，トピック・センテンスとサポー

ティング・センテンスとの関係，導入・本文・ま

とめの流れなど，読みやすい英文がどのように作

られているのかが一目でわかるように図式化され

ています。

このコーナーだけを順に追って，パラグラフ・

ライティングの練習をすることもできますが，各

ページは毎レッスンのExercise Cに直結してい

ます。例えば，「My Unforgettable Experience

という題で英文を書きなさい。」というExercise
 

Cの問題に対応して，隣ページの“Tips for
 

Writing”では「出来事の記述」を説明してお

り，５Ｗ s１Ｈを例にしてわかりやすい英文の書

き方を手ほどきしています。そして，ここを「参

考にして，Exercise Cを書いてみました。」とい

う解答例も載せられています。生徒たちは，求め

られている英文の内容やスタイルを具体的に見る

ことができます。

究極の目標は自己表現

Genius English Writing Revisedが受験に対応

した教科書であるということを述べてきました

が，そもそもなんのためのライティングかと言え

ば，究極的には自分のことを英語で表現できるよ

うにするためです。この教科書をお使いいただけ

れば，その使い始めと使い終わりで，生徒の自己

表現力に大きな変化ができていることにお気付き

になるでしょう。

17 G .C .D .英語通信 No.4 1 (Apr.2 0 0 7 )


